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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に
　寄生虫検査法として現在広く用いられているものに直接塗抹法，浮游集卵法，遠沈星卵法，仔虫
培養法等のあることは周知のことである．被検虫卵に応じてそれぞれ使用する方法も異るが，鈎虫
卵の検出については仔虫培養法が塗抹，集卵法に比して遥かに効果的であり，中でも試験管培養法
が，その操作の簡単なこと，その検出率の高率であることにおいて最も優れた方法であると考えら
れる．
　先に白坂(1959)の試験管内濾紙培養法の至適条件の検討として，培養温度，塗沫便量，塗布面
積，塗布部位及び水量等の諸条件に就いての研究報告か見られるが，著者は培養後，時には試験管
内に多数のカビが発生し，これが培養水中に落下して検鏡時仔虫の検出に相当な障害を来すことを
経験し，この発生するカビを，培養水中に防カビ剤を混合せしめることによって幾分でも防止し得
るのではないかと考え，実験を試みたのでその結果を報告する．
　また，培養法操作中，塗抹法，浮游集卵法に使用する薬剤幸，誤って培養液に混合使用した場合
の仔虫発生状態をも検査したので，その結果を併せて報告する．
　この報告は著者が，昭和34年度文部省内地研究員として，東京大学伝染病研究所寄生虫研究部に
留学実験したものである.
　　　　　　　　　　　　　　　　材料及び検査方法
　検査材料は，東京大学伝染病研究所寄生虫研究部において飼育中の，大鈎中卵を多数排卵してい
る実験大の新鮮便を使用した．
　検査方法は，培養水として現在用いられている水道水の代りに各種の薬剤溶液を各濃度別に使用
した他は，従来の試験管内濾紙培養法の技術を用いた．培養温度は25°Ｃの一定条件下において培
養期間は８日間，培養終了後アンキロスコープにて仔虫発生状況を検し，生存，死亡別に分類し
た．カビ発生状況は肉眼で検査し，穎しくカビの発生しているものを併，中程度のものを朴，少数
発生しているものを十の基準に従って判定した．
　　　　　　　　　　　　　　　実験成績及び考察
　１．培養水としてホルマリンを使用した．
　第１表の如く仔虫発生状態とカビ発生状態は全く正比例していることが判明した．即ちホルマリ
ン10％から0.3％溶液までは仔虫は全然発生せず，それに応じてカビもまた発生しない.0.1％液
において５本中２本に仔虫の発生を見，カビも又５本中この２本にのみ発生している.0.03％液は
５本中全部に仔虫の発生が見られたが，カビも５本に全部発生している．従ってホルマリン水にお
いては，0.03％溶液ではControlと略々同数の仔虫が発生するか，カビの発生は全然抑制されな
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いことが証明された．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀･
　２．,培養水としてmerthiolateを使用したmerthiolate原液は外用殺菌消毒剤として用いら
れているエチル水銀チオサリチル酸ナトリウムの1,000倍等張水溶液である．
　第２表の結果からみてこの薬剤は，10％溶液においても仔虫発生，カビ発生の両者に対して殆ん
ど影響を及ぼしていないことが知られる.10％以上の濃度については第３表に示すような結果であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　２　　　　表
merthiolate
　仔　　虫　．発　生　　数
生　　　　　　死　　　　　　計
　カ　　　　ビ
発　生　状　態
10　％
1　　　131　　　　　　　0　　　　　　131
2　　　273　　　　　　　0　　　　　　273
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第　　　　３　　　　表
merthiolate
　仔　　虫　　発　　生　　数
生　　　　　　　死　　　　　　　計
　カ　　　　ビ
発　生　状　態
100 %
1　　　　0　　　　　　321　　　　　　321
2　　　　0　　　　　　　2　　　　　　　2
3　　　　0　　　　　　347　　　　　　347
一
一-
70
1　　　117　　　　　　329　　　　　　446
2　　　　25　　　　　　419　　　　　　444
3　　　　2　　　　　　119　　　　　　221
一
一
-
50
1　　　　1　　　　　　411　　　　　　4i8
2　　　　0　　　　　　552　　　　　　552
3　　　　10　　　　　　588　　　　　　598
-
一
一
30
1　　　　47　　　　　　531　　　　　　578
2　　　17　　　　　　555　　　　　　572
3　　　16　　　　　　620　　　　　　636
-
一
一
10
1　　　　47　　　、　　629　　　　　　676
2　　　154　　　　　　584　　　　　　738
3　　　　84　　　　　　562　　　　　　646
-
一
一
Control　，
1　　　580　　　　　　75　　　　　　655
2　　　239　　　　　　329　　　　　　568
3　　　140　　　　　　55　　　　　　195
＋
－
－
る．
　これにおいては仔虫の生存数が少なくその殆んどか死亡している．カビは全管を通じて全く発生
していないが, Controlにも大部分発生してないところから梢々信頼性がうすいように思われる．
ともあれ高濃度においては仔虫は大部分死亡することが判明した．
　３．次にペンタクロールーフェノールのＮａ塩を水溶液として培養水とした．これはカビ発生防
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止剤として市販されているものである．その結果を次表に示した．
第 ４ 表
p. C. P-Na
　仔　　虫　　発　　生　　放
生　　　　　　　死　　　　　　　計
　カ　　　　ビ
発　生　状　態
10　％
１　　　　　　　　　　　　　　　　　　；　、
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１
1　　　　　3　　　　　　　334　　　・‘　337
2　　　　0　　　　　　112　　　　　　112
3　　　　0　　　　　　62　　　　　　62
＋
＋
－
0.3
1　　　　29　　　　　　186　　　　　　215
2　　　　44　　　　　　214　　　　　　258
3　　　　55　　　　　　250　　　　　　305
＋
－
＋
0.1
1　　　143　　　　　　29　　　　　　172
2　　　406　　　　　　　0　　　　　　406
3　　　307　　　　　　　6　　　　　　313
＋
＋
＋
0.03
1　　　380　　　　　　　8　　　　　　388
2　　　339　　　　　　　4　　　　　　343
3　　　　12　　　　　　　111　　　　　　289
＋
＋
升
0.01
1　　　381　　　　　　　3　　　　　　384
2　　　319　　　　　　　3　　　　　　322
3　　　339　　　　　　　5　　　　　　344
丑
＋
＋
Control
1　　　394　　　　　　　4　　　　　　398
2
3
舟
　10％溶液においては培養水が白濁し仔虫の検出は不能であった．３％溶液においては生存仔虫は
認められず死亡仔虫が少数認められた．１％溶液において,も略々同様であるが0.03％溶液以下にお
いて大体Controlと近似の仔虫発生状態を示して居り，カビ発生状態はControl併に比して各
濃度各管共に，その発生はある程度抑制されている．仔虫発生状態がControlと等しい値を示す
0.03％溶液において，カビ発生状態がControlより追かに少い発生を示していることは，一応こ
の薬剤が仔虫発生に影響を与えずしてカビの発生を抑制している点で，前記使用の各薬剤より優れ
ていることが認められる．
　４．次に培養水としてソルビン酸溶液を使用した．ソルビン酸は水に溶解せず，温湯にも甚だ難
溶であり，従ってこれを溶解するのに60％アルコールを以って,した．ソルビン酸は食品保存剤とし
て現在広く使用されているようである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　５　　　，衷
ソルビン酸
　仔　　虫　　発　　生　　数
生　　　　　　　死　　　　　　　計
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一
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吾
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　各段階の稀釈液をすべて60％アルコールを用いたためか各管に仔虫;　カビ共に全然発生しなかっ
た．従って60％アルコールを溶媒として10％稀釈液を作り，これを十進法により以後水進水で稀釈
し培養した．その結果か第６表である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　６　　　　表
ソルビン酸
　仔　　虫　　発　　生　　数
生　　　　　　　死　　　　　　　計
　カ　　　　ビ
発　生　状　態
0.1 %
１　　　　５　　　　　　　６１　　　　　　６６
２　　　　　５　　　　’　　　７　　　　　　　１２
３　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　０
一
升
升
0.03
　　1　　　　0　　　　　　542　　　　　　542
　　2　　　　0　　　　　　541　　　　　　541
.3　　　　10　　　　　　619　　　　　　629
-
一
一
0.01
1　　　　10　　　　　　710　　　　　　720
2　　　　0　　　　　　613　　　　　　613
3　　　　1　　　　　　591　　　　　　592
＋
＋
升
0.003
1　　　521　　　　　　65　　　　　　586
2　　　　12　　　　　　495　　　　　　507
3　　　　2　　　　　　634　　　　　　636
＋
晋
一
0.001
1　　　　13　　　　　　　518　　　　　　　531　　‘
2　　　401　　　　　　100　　　　　　501
3　　　　50　　　　　　701　　　　　　751
＋
＋
＋
Control
1　　　510　　　　　　　54　　　　　　564
2　　　641　　　　　　　14　　　　　　655
3　　　　609　　　　　　　　0　　　　　　　609　　　，
升
＋
＋
　0.001％においてはアルコールの影響は皆無に近いと思われるが総じて仔虫の死亡数が多く見ら
れている．カビの発生はControlと大差がない．
　５，培養水としてフェノールを使用した．フェノールが消毒用として広く用いられていることは
言うまでもない．
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　　　　　　　　第　　　　７　　　　表
Phenol
　仔　　虫　　発　　生　　数
生　　　　　　　死　　　　　　　計
　カ　　　　ビ
発　生　状　態
10　％
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-
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0.3
1　　　　41　　　　　　230　　　　　　271
2　　　　50　　　　　　　60　　　　　　110
3　　　　32　　　　　　112　　　　　　144
十
十升
0.1
1　　　319　　　　　　25　　　　　　344
2　　　205　　　　　　50　　　　　　255
3　　　290　　　　　　35　　　　　　325
＋
＋
＋
0.03
1　　　319　　　　　　100　　　　　　419
2　　　324　　　　　　57　　　　　　381
3
＋
＋
＋
0.01
1　　　234　　　　　　　55　　　　　　289
2　　　359　　　　　　　13　　　　　　372
3　　　338　　　　　　175　　　　　　513
冊
十
＋
Control
1　　　339　　　　　　16　　　　　　355
2　　　335　　　　　　20　　　　　　355
3　　　309　　　　　　15　　　　　　324
　　　　丑
　　　　＋ｊ 　丑
　10％，3％，1％溶液の濃度においては仔虫発生は全くない．と同時にカビの発生も全く見られ
ない.0.3％溶液以下の濃度において仔虫が発生しているか0.3％ではその大部分が死亡している.
0.196溶液以下の濃度における仔虫発生状況はControlと大差はない．カビの発生も0.3％液から
見られているが■ Controトと比較してその発生はある程度抑制されているように思われる．従って
仔虫発生の立場では, Controlと大差ない状態を示すフェノールの最高濃度は0.1％であり，しか
もこの濃度は，カビ発生がControlよりも相当抑制されるという好結果を示している．
　６．培養水としてダリセリンを使用した．
　グリセリン液は糞便塗洙検査法において，スライドグラス上に塗沫した雲便の乾燥を防止するた
めに使用されるが，培養操作中誤ってこの液を培養水として使用する可能性の多いことを考え，そ
の結果を実験してみた．
　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　８　　　　表
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Glyceline
　仔　　虫　　発　　生　　数
生　　　　　　　死　　　　　　　計
　ヵ　　　、ビ
発　生　状　態
0.3 十　　　　　丑　　　　　曇、十ﾄ　　　　　　　曇　　　　　　　丑
十　　　　　　　曇　　　　　　　モ
昔
昔
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升　　　　　　　丑　　　　　　　冊
十　　　　　　　冊　　　　　　　曇
十　　　　　　　　蚕　　　　　　　曇
十
十ﾄ
廿
0.003
十　　　　　　　丑　　　　　　　丑
十　　　　　　　曇　　　　　　　モ
升　　　　　　　奇　　　　　　　丑
＋
＋
丑
Control
晋　　　　　　　　十　　　　　　　晋
吾　　　　　　　十ﾄ　　　　　　　吾
十ﾄ　　　　　　　吾　’　　　　　吾
十
十
十
　10％の濃度では鈎虫仔虫は発生しない．３％液よりその発生が見られるが，カビの発生は各管に
Controlと同様の結果を見ている.
　10％以上の高濃度においては仔虫の発生を抑制するか，カビに対しては全く阻止作用がないこと
を示している．
　７．培養水としてUndecylenicumを使用した．これは水虫殺虫剤系統の薬剤であるが水には
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　９　　　　表
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-
一
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１　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　　０
２　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　　０
３　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　　０
-
一
一
0.01
１　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　　０
２　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　　０
３　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　　０
一
一
-
Control
1　　　102　　　　　　10　　　　　　　112
2　　　105　　　　　　10　　　　　　　115
3　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　　0
昔
昔
－
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溶けず，溶媒として95％アルコールを使用した．最初100％の溶液を作り以後の稀釈は水道水を用
いた．結果は第９表に示した.
　10％から始めてみたが0.01％まで仔虫，カビ共に全然発生を見ず，溶媒の影響かとも考えられ
る．これについては今後なお実験を行う必要を痛感する．
　８．培養水としてTrycomycinを使用してみた．この薬剤,も水に.は溶解しないで矢張りアルコ
ールを溶媒とした．それでもなお完全に溶解せず多少の結晶が沈澱した．以後の濃度は水道水で稀
釈した．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　10　　　表／
Try.
　仔　　虫　　発　　生　　数
生　　　　　　　死　　　　　　　計
　カ　　　　ピ
発　生　状　態
10　％
１　　　　　　　　　　　　，ｊ
２　　　福　色　着　色．　　’
３　　　　　　　　　　　　　　　ｒ●
一
一
＋
３
１　　　　　　　　　　　　　　　　　ッ
２　　　　同　　　　　　　　上
３　　　　　　　　　　　　　　　；
＋
＋
＋
１
１　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　０
２　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　０
３　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　０
十
十
十
0.3
１　　　　０　　　　　　　０　　　，　　０
２　　　　０　　　　　　　０　　･●　　　０
３　　　０　　　　　　　０　　　１　　　０
＋
＋
＋
0.1
１　　　　０　　　　　　　　０　　　　　　　　０
２　　　　０　　　　　　　　０　　　　　　　　０
３　　　　０　　　　　　　　０　　　　　　　　０
＋
＋
＋
0.03
１　　　　５　　　　　　　０　　　’　　　５
２　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　０
３　　　　８　　　　　　　０　　　１　　　　８
＋
＋
＋
0.01
1　　　2　　　　　　0　　1j　　　2
2　　　31　　　　　　0　　　　　31
3　　　24　　　　　　　0　　　　　　24
一
一
十
Control
1　　　61　　　　　　　7　　　　　　68
2　　　96　　　　　　　16　　　h　　　112
1　　　11　　　　　　10:j　　　　97
＋
＋
＋．
　iQ96, 2 96は培養水が褐色に着色して仔虫の発生状態は見られない.0.03％以下の濃度に仔虫の
発生が見られるか極めて少数である．カビは10％にやや少く他は全て阻止されていない．従って仔
虫の発生は相当強く抑制しているがカビの発生は殆んど抑制し得ない結果を表わしている．
　９．次に同じ抗生物質であるmycostatinを使用してみた,‘これもTrycomycinと同様に水に
溶けずアルコールを以って処置した．　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　11　　　　表‘
myco.
　仔　虫　発‾　生ブ数
生　　　　　　　死　　　　　　　計
　カ　　　　ピ
発　生　状　態
0.3 96
１　　　　　０　　　　　　　　０　　，　　　　０
２　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　０
３　　　　０　　　　　　　０　　’　　　０
-
一
一
0.1
１　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　０
２　　　　０　　　　　　　　０　　　　　　●　０
３　　　　０　　　　　　　　０　　Ｊ１　　　　　０
-
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95
　各管共Ｒﾆ仔虫の発生は全然見られない．完全に発育を阻止しているがカビの発生はControlと
大差はない. Trycomysinよりは梢々カビを抑制するようである.
　10.培養水としてNaCl液を使用した．飽和食塩水は浮游集卵法において使肘されており，前
記グリセリン水と同様の見地から実験を行ったものである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　12　　　　表
Control
??? ?
??
??
??
?
?
?? ???
386
437
367
　８％溶液までは全然仔虫発生は見られない．４％溶液で少数発生し，２％溶液では急激に増加し
てControlの発生数と匹敵している．
　以下1％，0.5％溶液共にControlと等しい．従って食塩水も鈎中仔虫の発生に対して少なから
ず抑制作用を持っているものと思われる．
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　浮游集卵法に使用される食塩水は飽和食塩水であり，仔虫発生の全然認められないことは勿論で
あり，検査者にとっては注意すべきことである.と思われるご･
　11.培養水としてdehydro acetate 溶液を使用した．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　13　　　表.
10　％
１　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　０
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一
一
-
３
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-
一
一
１
１　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　０
２　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　０
３　　　　０　　　　　　　０●　　　　　　　０
　　　　　　　　　　　　　　　I!
＋
＋
十
0.3
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２　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　０
３　　　　０　　　　　　　０　　’，　　　　０
｡L
＋
＋
0.1
１　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　０
２　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　０
３　　　　　０　　　　　　　　０　　　●　　　　０
十
十
十
0.03
１　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　０
２　　　　０　　　　　　　０･’●　　　　０
３　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　０
＋
＋
＋
0.01
１　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　０
２　　　　　０　　　　　　　　０　・　　　　　０
３　　　　　０　　　　　　　　０●’　　　　　　０
廿
升升
0.003　　　　，
１　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　０
２　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　０
３　　　　０　　　　　　　０　　　　　　　０
昔
昔冊
Control
??? ????
―?
? ??? ????
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　10％溶液から0.003％の低濃度溶液まで仔虫は全然発生を見ていない．カビは１％溶液から発生
し徐々に多くなっている．唯Controlの仔虫発生数が極めで少数であり，これに使用した材料中の
鈎虫卵含有量の少数であったことが考えられる．従ってこの声剤に就いてなお実験を追加する必要
を痛感している.
　12.次に培養水のＰＨを大休5.0から8.0の４段階に分けで培養検査を行ってみた．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　14　　　　表
　Mcilvaine氏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
PH
　　仔　虫　游　出　数
生　　　　　　死　　　　　　計
培養後PH カビ発生
5.4
4.8
4.8
十　　　　　　　昔　　　　　　　昔
昔　　　　　　　十　　　　　　　昔
昔　　　　　　　十　　　　　　　舞
7.8
7.8
8.0
冊
子
冊
5.6
6.0
6.4
そ　　　　　　　一　　　　　　　冊
升　　　　　　　　十　　　　　　　丑
冊　　　　　　　‐　　　　　　　嗇
8.8
9.0
9.2
垂
垂垂
? ? ? ? ?
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ＰﾄI
　　仔　　虫　　游　　出　　数
生　　　　　　　死　　　　　　　計
培養後PH カビ発生
7.0
7.0
7.2
曇　　　　　　　　十　　　　　　　丑
蚕　　　　　　　　一　　　　　　　舟
曇　　　　　　　一　　　　　　　曇
9.2
9.2
9.4
モ
曇曇
8.0
8.0
8.2
晋　　　　　　　一　　　　　　　晋
吾　　　　　　　一　　　　　　　奇
奇　　　　　　　一　　　　　　　晋
9.4
9.4
9.4
冊
冊．
令
Sorensen氏
　緩衝液はMcilvaine氏緩衝液とSorensen氏緩衝液の２種を使用した. Mcilvaine氏緩衝液
はＮａ２ＨＰ０４とCitricを用い, Sorensen氏緩衝液はＮａ２ＨＰ０４とＫＨ２Ｐ０４を用いている．
仔虫発生状態はＰＨに関係なくControlと大差はないが，幾分酸性に弱いようである．生存数も
5.0附近では6.0以上に比して梢々少く，死亡数が反対に多い．培養後のＰＨは培養時と比較してぐ
んと高くなっているのは面白い．カビはＰＨには全然関係なく各管に大量に発生している.
　13.最後に試験管内に発生したカビの種類について，東京医科歯科大学歯学部微生物教室にその
同定を依頼し次の如き結果を得た．
　試験管内に糞便塗抹濾紙而より放線状に多数発生しているカビはSepedonium ｓp.で，これが
培養水中に落下した際に網の目の如き状態を生じ，仔虫の検出を甚だ困難にしているカビである．
土壌中にも多く分離され易い菌である．
　また，糞便塗球面に白色の丘状を示す小さな集落を形成する菌があり，これはActinomycesの
Geatrichum Mに属する菌でSepedonium sp.と異り長い菌糸を持たないので，大した検鏡時の
障害とはならないように思われる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　す　　　び
　鈎虫卵試験管培養法の粂件の検討として培養試験管内に発生するカビの防止を主目的とし，現在
使用されている培養水としての水道水の代りに各種化学薬剤を使用し，その仔虫発生状態とカビ発
生状況とを検査した．
　更に塗洙法，浮游集卵法において使用する各種薬剤を，誤って培養水として使用した場合の仔虫
発生状況についても併せて検査した．
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　　　　　一一一一　　　　　　　　　　－
ホルマリンは，仔虫発生並びにカビ発生に対して強い抑誹即用を有し0.3％濃度において漸
く　Controlと同じ値を示すが，カビもまたControlと同様な発生を示すことが認められた.
　2. marthiolateは高濃度においてはカビ発生を完全に抑制するが，仔虫が大多数死亡する．
　3. P. C. P-Na塩溶液は0.03％溶液以下においてContr.olと同数の仔虫発生を見，カビ発生は
Controlと比して非常に抑制されている．
? ? ?
４
５
ソルビン酸は総じて仔虫の死亡数が多くカビの発生はControlと大差がない．
フェノール溶液はControlと同数の仔虫発生の最高肴効濃度は0.1％で，これはカビの発生
をControlよりも追かに抑制している．　　　　　　　　，
　６．グリセリン液は10％以上の高濃度においては仔虫の発生を抑制するが，カビに対しては全く
阻止作用を持だない.
　7. Undecylenicumは仔虫，カビ共に全管に発生しなかった．今後研究の必要を痛感する.
　8. Trycomysin液は0. 03 %以下の濃皮で極く少数の仔虫発生が見られるがカビの発生は殆ん
ど抑制されない.
　9. mycostatin液は各管共に仔虫の発生を完全に阻止仙でいるがカビは　Control　と大差はな
い.
　10. NaCl液では８％溶液まで仔虫発生を阻止する．４％液で少数発生し，２％溶液ではCon-
trolの発生数と匹敵している.　　　　　　　　　　　　u
　11. dehydroacetate溶液は全管全く仔虫の発生を見ない．カビはControlと同様に発生する．
唯Controlの仔虫発生数が極めて少数であるため今後更に研究の必要を痛感する．
12. ＰＨはMcilvaine氏緩衝液とSorensen氏緩衝兪の２種を使用した．仔虫発生は酸性に
梢々影響を受けるようで仔虫発生数もまた仔虫死亡数も低濃度が高濃度に比して悪いようである．
培毀後のＰＨは相当大きくアルカリ性に移動している.
　13.試験管内に発生するカビに２種類あり，トつはSepedonium sp. もう１つはActinomyces
のGeotrichum ｓp.で，共にIniperfecti moniliales （不完全菌類，白色線菌目）に属しており
病原性は全くない．
　最後にこの研究を報告するに当り，終始御指導頂いた東京大学伝染病研究所寄生虫研究部佐々学
教授．御援助，御激励下さった同研究部林滋生助教授並びに福井正信博士に衷心より感謝の意を表
わし，併せて御助言を得た東京医科歯科大学歯学部微生物教室の河野文子氏に深謝する．
　本研究の要旨は昭和34年10月30日，千葉大学医学部における第19回|;|本寄生虫学会東日本支部大
会において発表した．
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